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東京外国語大学大学院総合国際学研究院講師。一
九七八年生まれ。ロシア近代史。主な論文に「近代ロシア社会とツ��リ表象
―
絵入り雑誌『王室記事』の分析を中心に」 （ 『史
学雑誌』第一一八編第九号所収、二〇〇九年） 、 一九世紀後半サンクト・
ペテルブルグにおけるポ�ランド
人
の
出版活動」 （橋本
伸也編『
ロシア
帝国
の
民族知識人
―
大学・学知・
ネ�トワ�
ク
』所収、昭和堂、二〇一四年） 。共訳書
に
Ｌ・
マクレイノルズ
『 ︿遊
ぶ
﹀
ロシア
―
帝政末期
の
余暇
と
商業文化』 （法政大学出版
局、二〇一四年） 。
ロシアでは一九世紀後半に、絵入り雑誌というメデ�ア
が流行した。イギリスの『イラストレイテ��ド・ロンドン・ニ��ス』やフランスの『イリ�ストラシオン』と同じ体裁の、週刊のグラフ誌である。その流行がち うど農奴解放に続く近代化の時代にあたるため、この雑誌はロシア社会がどう変化したかを知るのによい史料となる。
しかし、ロシアの図書館でこうした雑誌を閲覧するのは
ち��と難しい。なぜなら彼の国は、資料の公開よりは保護に重きを置く傾向があるからだ。帝政期 雑誌はたいていマイクロフ�ルムにされていて、決ま�て画質が悪いたまには現物を見せてくれるが、そうなると貴重書の閲覧室で司書の監視のもと読むこと なり まずコピ�は許されない。史料を手に入れるだけで一苦労 のである
だがある日、サンクト・ペテルブルクの古本屋で考えを
改
める。店
の
一
隅
に、古
い
絵入
り
雑誌
が
積
み
重
ねられているのを
見
つけたから
だ。考
えてみれ
ば
帝政期
の
雑誌
はまさに
古書
で、
旧都ペテルブルクの古本マ�ケ�トに出回るのは自然ではないか。それで書架からおそるおそる手に取�たが、しばらく立ち読みしているうちに、日本の書店 いるのと同じ気分に �た つまり研究用 史料だ たものが初めて本に見えて、ウキウキ たのである。以後、ロシア出張のたびに古本屋を回 ている。
今までに古本屋で見つけた最も古い絵入り雑誌は、一八
六一年
の『
イスクラ
』
である
（後
のボリシ�ヴ�キの
機関紙
と
は
別物）
。
この
雑誌
は、農奴解放
で
改革機運
が
高
ま�た
当時
の
流行語「
グラスノ チ
（情報公開）
」
を
掲
げ、辛辣
な
政治
諷刺をしたことで知られた。ただし一八六五年に検閲が強化
されたため、
ロシアの
諷刺
はすぐに
精彩
を
失
う。 『
ロ�
ジナ』という雑誌が「女の学者」と題して「女が学問などすると家
が散らかる」と揶揄したように、政治的に無難な
（
でも「悪
か�たわね
」
と
言
いたくなるような
）ミソジニ�が
主
流化したのだ�た。
だからロシアの
絵入
り
雑誌
で
最
も
魅力的
な
のは、
はなから
政治性
はないものの、国内外の
森羅万象
を
大量
の
挿
画
で
紹介
した、
フ�ミ
リ�
向
け
総合誌
だとい
うのが
私見
である。
ナ
ンバ�ワン
雑誌『
ニ�
ヴ�』
を
開
くと、帝国
各地
の
民族衣装
や
世界
の
諸都市
のパノラマ、
科学的発見や動植物、畸形的 世物など、近代社会 ヴ�ジ�アルが広が�ていく。
こうした雑誌の発行者は、熱い人たちだ�た。Ｍ・ヴ�
リフという辣腕の社長は「書 で国を覆い尽くしたい」と宣言したし、Ｐ・ソイキンという叩き上げの出版人は「雑誌は我が子だ」と言うくらいのめりこんだ。読者のほうもまた、 「最新号
が
出
ると、最初
の
行
から
最終
ペ�ジの
末尾
の編集長の署名まで読んだ」と述懐して る。強烈な意欲と舐めるような読書。そこには、民衆啓蒙や知識欲の充足というまじめな目的意識もあろ 。でもその前に、もしかすると彼らも本というモノを手にして 理屈抜きに楽しか�たのではないだろうか。古雑誌を眺めながら、帝政末期のロシアの人たち 気分をそんな風に想像している。
ロシアの伝統衣装『ニーヴァ』1880 年
ヘビの餌やり『ニーヴァ』1888 年
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はやし・かよこ
　
東京外国語大学総合国際学研究院教授。中東社会
史・オスマン朝史。
本原稿の依頼をいただいた一月半ば、パリではフランス
人テロリストによる事件が起こり、世界中の人々の目をくぎ付けにしていた。イスラム過激派によるテロだが、その根がイスラム教という宗教にあるわけではなく、社会へ不満、富への渇望、不平等への怒り 、責任転嫁の、歪んだ形で噴出したものであることは言うまでもない。
しかし、犯罪者自身が、その犯罪を「イスラム」の名で
語り、それへの反感も共感も 世界各地 イスラム教徒の多くが我がこととして受け止めてい 現実を見、その一方で、そもそも標的とな�た雑誌社のイ ラム教揶揄が国境を越え、どれだけイスラム教徒を傷つけ かに思いを馳せると 問題をイスラム教への信仰やそれがはぐくんできた文化と切り離して考えることも不可能であるといわざるを
得
ない。 「
イスラム
」
に
問題
があるわけではないが、
問題の結果はイスラム教徒全体に波及していくのだ。
筆者は、一九九〇年ごろ「イスラ�ムの都市性」という
プロジ�クトに加わり、その成果の一部として『イスラム都市研究』
（東京大学出版会、一九九一年）
という
共著書
で
一
つの
章
（ 「
トルコ
」 ）
を
執筆
したことがある。
この
頃
のトル
コでは
（少
なくとも、私
のみるかぎり
）、
イスラムの
政治化
は
始ま�てはいたもののまだマ�ジナルな潮流であり、脱イスラム、 「世俗化」
こそがトルコの「進歩」
と
概おおむ
ね
信
じら
れていたと思う。だからこそ、トルコの都市を「イスラム都市」に含めるこの言葉遣いには大きな抵抗感があ�た。（気が弱いので、仲間に押し切られたが︙︙。 ）
とはいえ、イスラム教徒が多数を占める地域の都市には、
宗教や法、それに基づく社会習慣の一致から、共通に論じることのできる特徴があることも事実であり、それを「イ
スラム
文化圏」
の
現象
ととらえ、空間上
の
現実
の
都市
を
「
イスラム
都市」
と
称
することも、
あながち
意味
のないこ
とではない。
こうしたうだうだした物言いは恐らく読者の皆さんを苛
立たせることだろうが、この逡巡は、イスラム教徒が多く住む地域で生み出されたものすべてを「イスラム」でくくることへの躊
とまど
躇いに起因する。しかも、イスラム教徒が現
在のような状況に置かれて ればなおさらだ。勝手にくくり出すことが、無から有を生み、特別視や区別、さらには危険視や差別を生み出す危険すらある。
昨年出版
した
共編著書『
イスラ�ム
　
書物
の
歴史』
（小
杉泰・林佳世子編、名古屋大学出版会、二〇一四年）
もまた、逡
巡と躊
ち�う
躇ち�
をともな�た命名だ�た。ただし、前近代のイス
ラム文化圏の書物を成り立たせている諸要素、すなわち、コ�ラン いう「本」のもつ意味、アラビア文字と書記技術、学問的蓄積の共有、装丁 挿絵に現れ 美意識 新技
術
への
態度
などには、前近
代
のイスラム
文化圏
に
共通
する
特徴
を
見
いだせる。
「
イスラム
都市」
に
比
べれば、
はるかに
心穏
やかにこの
書
名
を
選
ぶことができた。
お
そらく、いまの時代、そ で生み出されてきた文化の輝き、そしてそれが近代とともに解体していく様に目を向けとは、同地の前近代と近 して現代を理解するうえで意味のあることだろう。なにより、多く 著者の協力 えて、前近代のイスラム文化圏の知的営みの全体像を描くという目的は達成できたと自負している。
そして現在。インタ�ネ�トやＩＴの発達とともに、ヴ
��チ�ルな「イスラム文化圏」の再興へ 向か� いることも、本書が具体的に指摘し 事実の一つである。
パリでのテロのあとには、自称「イスラム国」による蛮
行が日本を含む世界を震撼させた。地域をとり く情勢の不幸な「化学反応」の結果 この世に産み落 された「鬼�子」ら 「イスラム国」 名乗るこの時代、好むと好まざるとかかわらず、 「
イスラム
」
というくくりは、
い�そ
う具現化されてしま�た。それをも�て語らないわけにはいかない新しい時代にな�たのだろう。
『
イスラ�ム
　
書物
の
歴史』
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